


























































































－ 3 － 

本研究の成果の一つである貯水池の効率的運用技術を用いた渇水被害の軽減効果の例を

以下に示す。降水量の長期予測情報から渇水が予想される場合は、洪水調節容量の中にも

貯水し、これを渇水時に補給することにより被害を軽減することができる。また、これと

は逆に大規模な洪水が予想される場合には、予め利水容量を洪水調節のために空けておく

ことにより洪水被害を軽減するなど、貯水池が有する潜在的な治水、利水機能を発揮させ、

既存施設を有効活用することができる。 
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③洪水、渇水予測を用いた貯水池の効率的運用に関する研究
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貯水池の効率的運用技術による渇水被害軽減効果の例 
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